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の婦人の服装の色と，東京・神奈川のものとは，独立色

としての用いられ方，配色の型は酷似していたが（ここ

まで色彩科学協会にて発表）,詳細に見ればどこ が違 う

か，直観的には，日・米の色に可成りの相違が感じられ

るのは何故かを迩

の資料は今までにないもので，日本婦人の色彩感覚が世

界水準であるかどうかを 判断し た り，色の用い方から

日・米の国民性をうかがうことが出来たり，日常生活に

おける配色に一つの示唆を与え，且又，将来の研究への

手がかりを得るということを今一つの目的と考え本研究

を行った。

２　前研究で発表した通り，東京・神奈川の町の婦人

の服装の色を毎月200 ずつ ラソドムにとって調査を継締

して来たが，その発展としてニュー3- クの町のものを

伺様の方法で，海外旅行の機会を利用して，諏

とが出来た。それらを統計して両国の比較を出すまでの

方法は前回と同様で|あ るがレ双方か:ら配色摺の等しいも

のを取出して色度の用いられ方の概略，同一色相の用い

られている部位等更に詳細な内容につき比較研究を行っ

た。

８　米国の方が彩度の寓いものが多く，色度差による

配色がより多くなされていることが分った。


